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MTNA 2009 National Conferenceリポート

123年続く伝統行事で、
新しい音楽教育の提案

3 月 28 日（土）～ 4 月 1日（水）ジョージア州アトランタにて、第 123 回 MTNA National Conference
が開催された。100 を超えるプレゼンテーション（講座）、コンサート、マスタークラス、商品展示会が行われ、
約 1800 名の参加者で大賑わいとなった。その様子をリポートする。

（Report：菅野恵理子）
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今
大
会
テ
ー
マ
の
一
つ

「
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

講
座
の
内
容
は
、
実
践
的
な
指
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
紹
介

か
ら
、
IT
を
活
用
し
た
レ
ッ
ス
ン
提
案
、
グ
ル
ー
プ

レ
ッ
ス
ン
、
大
人
の
レ
ッ
ス
ン
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
コ
ー

チ
ン
グ
、
即
興
、
医
学
的
サ
ポ
ー
ト
に
至
る
ま
で
、
実

に
多
岐
に
渡
る
。
中
で
も
、「group teaching

」

「technology

」「collaborative perform
ance

」

3
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
特
別
に
組
ま
れ
て
い
た
。
そ
の

う
ち
の
一
つ「collaborative perform

ance

」
で

は
、
声
楽
家
や
伴
奏
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
よ
る
講
座
が
い
く

つ
か
行
わ
れ
た
。
声
楽
家D

onald G
eorge

教
授
と

ピ
ア
ニ
ス
トLucy M

auro

教
授
に
よ
る
講
座
で
は
、

歌
詞
に
込
め
ら
れ
て
い
る
意
味
と
そ
の
表
現
方
法
な

ど
に
言
及
。
参
加
者
と
一
緒
に
詩
を
読
み
な
が
ら
、
い

か
に「
歌
う
よ
う
に
」音
楽
的
表
現
を
創
り
上
げ
て
い

く
か
と
い
う
プ
ロ
セ
ス

が
紹
介
さ
れ
た
。
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で

歌
っ
た
、
シ
ュ
ー
ベ
ル

ト『
水
車
小
屋
の
乙
女
』

は
特
に
秀
逸
。

ま
た
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

講
座
で
は
、
他
楽
器
奏

者
の
呼
吸
や
音
程
に
ど
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アウワー国際コンクール創立者＆ディレクターのPaul Pollei氏（中央）、当協会評議員・事
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う
合
わ
せ
る
か
、等
が
紹
介
さ
れ
た
。
M
T
N
A
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
は
室
内
楽
中
級
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
曲
目
検

索
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
米
国
で
も
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
早
期
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

「
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」と「
指
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
」

こ
う
し
た
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
別
に
、「
い
か
に

生
徒
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る
か
」と
い
っ
た
普

遍
的
な
テ
ー
マ
と
し
て
は
、
連
日
多
く
の
受
講
者
が
詰

め
掛
け
た
。
レ
ッ
ス
ン
現
場
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し

て
、Bonnie Blanchard
先
生
の
講
座
に
は
多
く

の
ヒ
ン
ト
が
あ
っ
た
。
ま
ず
や
る
気
の
な
い
生
徒
や
集

中
力
の
な
い
生
徒
な
ど
の
事
例
を
紹
介
。「
言
い
訳
の

多
い
生
徒
に
は
、
こ
ん
な
グ
ッ
ズ
は
い
か
が
？
」と
面

白
グ
ッ
ズ
を
矢
継
ぎ
早
に
取
り
出
し
て
は
、
会
場
の

爆
笑
を
誘
っ
た
。
見

事
な
小
物
使
い
を
披

露
す
る
一
方
で
、「
生

徒
は
自
分
が
望
む

通
り
に
な
る
。
上
達

し
て
ほ
し
け
れ
ば
、

『
絶
対
に
上
達
す
る
』

と
、
相
手
に
高
い
水

準
を
望
む
こ
と
」「
先
生
は
服
装
・
態
度
・
言
葉
遣
い
な

ど
、
全
て
に
お
い
て
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ
る
こ

と
」と
い
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
、
聴
衆
は
大
き
く
頷
い
て

い
た
。
日
本
か
ら
い
ら
し
た
ピ
テ
ィ
ナ
会
員
の
竹
内
由

利
子
先
生
は「
色
々
な
も
の
を
使
っ
て
、
音
楽
を
や
る

気
持
ち
に
さ
せ
る
、
子
供
を
い
か
に
楽
し
ま
せ
る
か
と

い
う
点
で
、
特
にBonnie

先
生
は
印
象
深
か
っ
た
で

す
ね
」と
コ
メ
ン
ト
を
下
さ
っ
た
。
ま
た
指
の
テ
ク
ニ
ッ

ク
の
講
座
も
常
に
満
席
。M

ary M
oran

女
史
よ
る

Taubm
an A

pproach

で
は
、
身
体
機
能
の
理
論
を

踏
ま
え
た
正
し
い
姿
勢
や
指
の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を
紹

介
。ま
たCatherine Rollin

女
史
に
よ
る
講
座
で
は
、

バ
ッ
ハ
や
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
『
喜
び
の
島
』冒
頭
等
を
例
に

挙
げ
な
が
ら
、
正
し
い
運
指
法
で
音
楽
的
表
現
に
結
び

つ
け
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
い
う
、
テ
ク
ニ
ッ

ク
と
芸
術
性
の
同
時
追
求
に
注
目
が
集
ま
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
で
は
指
の
負
傷
・
故
障
が
多
い
そ
う
だ
が
、

楽
器
演
奏
と
身
体
機
能
に
関
す
る
学
術
的
研
究
も
進

ん
で
お
り
、
音
楽
専
門
の
ド
ク
タ
ー
も
い
る
。
NY
大
学

K
athleen R

iley

教
授
と
、
カ
ナ
ダ
の
音
楽
家
専
門

ク
リ
ニ
ッ
ク
に
務
め
るJohn Chong

氏
に
よ
る
講
座

で
は
、
専
用
映
像
機
器
で
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
推
奨
。

生
徒
や
自
分
自
身
が
手
を
傷
め
た
経
験
の
あ
る
参
加

者
か
ら
盛
ん
に
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
。

現
場
指
導
者
と
研
究
者
を
結
ぶ
M
T
N
A

カ
ン
フ
ァ
ン
レ
ス
全
体
を
通
し
て
の
印
象
は
、
現
場

で
生
ま
れ
た
工
夫
や
ア
イ
デ
ィ
ア
だ
け
で
な
く
、
理
論

研
究
も
進
ん
で
お
り
、
そ
れ
が
指
導
者
に
も
情
報
共
有

さ
れ
る
機
会
が
多
い
こ
と
。
M
T
N
A
で
は
今
年
9

月
よ
り
、e-journal

を
発
刊
予
定
。
公
募
で
学
術
論

文
を
募
り
、
専
門
委
員
会
の
選
考
を
経
て
、
四
半
期
に

一
度
オ
ン
ラ
イ
ン
で
発
表
し
て
い
く
そ
う
だ
。
ま
さ
に
、

現
場
と
研
究
分

野
を
結
ぶ
存
在

で
あ
る
と
い
え

る
だ
ろ
う
。
そ

の
他
M
T
N
A

に
は
音
楽
教
育

者
・
学
習
者
・

関
係
者
を
助
成

す
る
フ
ァ
ン
ド

も
あ
り
、
毎
年

数
十
に
及
ぶ
応

募
の
中
か
ら
選

ば
れ
た
数
名
が
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
。
こ
う
し
て
全
体

の
歯
車
と
な
っ
て
音
楽
教
育
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
、

そ
れ
が
M
T
N
A
が
百
年
以
上
担
っ
て
き
た
役
割
だ

ろ
う
。

そ
し
て
、
そ
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
の
は「
と
に

か
く
、
音
楽
は
楽
し
ま
な
き
ゃ
！
」と
い
う
肩
の
力
の

抜
け
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
さ
。
最
終
日
前
夜
に
行
わ
れ
た
ゲ

ス
ト
・
ア
ー
テ
ィ
ス
トO

lga K
ern

の
コ
ン
サ
ー
ト
で

は
、
重
厚
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
弾
き
、

会
場
総
立
ち
の
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
！
経

済
危
機
の
最
中
と
は
い
え
、
や
は
り
米
国
は
底
抜
け
に

明
る
か
っ
た
。

次
回
は
2
0
1
0
年
3
月
20
日
〜
24
日
、
ニ
ュ
ー

メ
キ
シ
コ
州
ア
ル
バ
カ
ー
キ
に
て
開
催
さ
れ
る
予
定
。

生
誕
二
百
年
を
迎
え
る
シ
ョ
パ
ン
も
テ
ー
マ
の
一
つ
に
。

詳
し
く
はw

w
w.m

tna.org

ま
で
。
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アメリカには、「MTNA」という、創立 133年・会員数約 25,000人の音楽指
導者の団体がある。全日本ピアノ指導者協会の英語名称「PTNA」はMTNAを
元に名づけられ、「ピティナ」という日本語読みを加えたものである。

MTNAでは、毎年3月、約 100件の講座等のイベントを数日間に集約させた、
大きなコンファレンスを開催している。今春、招待状をいただいたので、ピティナ
本部事務局次長の正木麻里子に視察を依頼した。133年間も団体が存在し続ける
には、何らかの革新を行い、ピティナに応用できる考え方や活動内容があるはずだ
と考えたからだ。
中でも、音楽科の大学生が音楽指導者になることをサポートするシステム

（Collegiate Chapter）は、先進事例として新鮮である。まず教官（アドバイザー）
との面接から始まり、コンクール運営のお手伝い、未就学児の音楽指導のインター
ン、MTNAの支部ミーティングへの参加など、アドバイザーのアイデアに従って、
様々な体験の場が与えられる。
ピティナに目を転じると、例えば、横浜アンサンブルアソシエステーション（代
表：江崎光世先生）では、ステップで大学生のインターンを受け入れた実績があ
る。ステップでは多くのピアノ指導者がボランティアでご協力下さるが、強い意思
を持って生徒を育てている指導者と運営の現場を共にすることで、ピアノ指導者と
いう職業へのやりがいを実感し、モチベーションが高まるのである。
また、ピティナ本部事務局では、ピアノ指導者を志望する音大の卒業生に向けて、
勤務期間2年という条件で、職員採用を始めている。全国のピアノ指導者をサポー
トする仕事が、社会経験ばかりでなく、多様なピアノ指導者像に触れる機会にも
つながる。
以上の通り、単発的ではあるが、ピティナでも、ピアノ指導者を目指す学生を手
助けする活動が始まっている。MTNAをさらに研究しつつ、学生がピアノ指導者
になることを支援できる仕組みを、制度として作っていきたいものである。

MTNAから学ぶ

専
務
理
事E

S
S

A
Y

  

素
感
直
論

福
田
成
康
（
全
日
本
ピ
ア
ノ
指
導
者
協
会
・
専
務
理
事
）
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